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お寺の女子会 れんげ会に参加してみませんか 

★今年度の予定 

 

4 月 例会(総会) 

5 月 例会 

6 月 例会 

7 月 例会（踊り習い会） 

8 月 休み 

9 月 例会 

10月 例会 

11月 築地「報恩講」参拝 

12月 築地「成道会」参拝   

1 月 新年会 

2 月 例会(手芸の会) 

3 月 築地「研修会」参加 

 

 ※予定は変更になる場合 

 がありますので、毎月の 

 寺報でご確認下さい 

お寺には、門信徒女性の集まり「れんげ会」があります。 

毎月10日に例会「れんげの集い」を開き、ご法話を聴いた

り、お経や踊りを習ったり、手芸をしたり、ボランティア

をしたりと実り多い活動をしています。また築地本願寺の

さまざまな行事にお出かけしてお参りもします。 

 

お寺の法要でも大活躍。茶話会の接待やお斎の準備など、

お手伝いをしていただいています。れんげ会の力なくして

は、お寺の活動は成り立ちません。表に裏にと力を尽くし

て下さるれんげ会メンバーは、まさに「お寺の看板娘」！ 

 

現在、設立から26年目の会となりました。申込みや会費は

必要ありませんので、ぜひお気軽にご参加下さい。両親を

見送った、配偶者を亡くした、子どもに先立たれた…、皆

さん同じ悲しみを経験したお仲間です。どなたにとって

も、安心できる居場所になると思います。ぜひお寺でお仲

間を作って、お寺参りを楽しくしましょう。メンバー募集

中です。ご参加をお待ちしております～。 

 左 上 か ら例 会→

築地成道会参拝

→新年会→ボラン

ティア活動→踊り

習い会の写真 

 

 

浄土真宗のみ教

えを一緒に聴き

ませんか。入会

は随時受付中。 

 

毎月、寺報と仏

教冊子を配布

し、行事や法座

の案内を致しま

す。年会費は一

戸三千円です。 

門信徒会 

入会案内 

天ちゃんの一言 

★ ご協力お願い致します！ 一緒に「お寺活動」しませんか 

★ 「永代合葬墓」をお考えの方は、お気軽にご相談下さい 

「やすらぎ堂」(松戸・大町やすらぎパーク内)、「あんのん堂」(京都・大谷本廟

内)があります。遠方からの改葬も可能です。将来の維持が心配、跡継ぎがい

ない等のお悩みがある方はご相談下さい。 

天真寺はご門徒さんのお力で成り立っています。お盆やお彼岸など法要の

運営や、毎月の例会などさまざまな活動をしています。お寺では一緒に活動

して下さる方を大・大・大募集中です！！まずはお気軽にお寺に足を運び、

声をかけて下さいね。ご協力の程、どうぞどうぞよろしくお願い致します。 

2016年 2月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 

13:30踊り教室 

3 4 5 6 

10:00納骨堂合同参拝 

13:30グランドゴルフ 

7 

7:00日曜礼拝 

8 9 10 

13:30 

れんげの集い 

手芸の会 

12:30ヨガ教室 

11建国記念の日 12 13 

10:00 

あんのん堂合同参拝

(京都・大谷本廟内) 

13:30グランドゴルフ 

14 

7:00日曜礼拝 

15 16 

13:30踊り教室 

17 18 19 20 

11:00写経会 

13:30法話会 

21 

7:00日曜礼拝 

15:00雅楽教室 

22 23 24 

12:30ヨガ教室 

25 

9:00ボラン寺
テ ラ

 

(寺報発送作業) 

26 27 

13:00 

千葉組連研履修者研

修会 

28 

7:00日曜礼拝 

29      

 【講師】 

佐々木法雨師(北海道) 

 ※今月の壮年会法座はお休みです 

 <来月の予定> 20日(春分の日)春彼岸法要 

★ れんげ会は手芸の会～可愛く出来上がりエコなアクリルたわしを作りましょ 

便利に使えるエコなアクリルたわしを作ります。材料の準備はありますが、ご自

分の編み棒、また余りのアクリル毛糸がある方はお持ち下さい。どなたでも参

加できますよ。お気軽にどうぞお待ちしております♪10日午後1時半より。 

★ 天真寺を会場に千葉組の研修会が行われます！27日午後1時より 

その為壮年会法座はお休みです。履修者で参加希望の方はご連絡下さい。 



平成28(2016)年 

年 回 表 

年回法要やご命日もご縁にお参り下さい 

過去帳をお持ちの方は、お供え致します 

■無料送迎車 お気軽に利用下さい！ 

どなたでもご自由にお参り下さい 

お聴聞の一年を！お参りしましょう 

法  話  会 

 

 12:30小金原マルエツ駐車場→12:35栗ヶ沢公

園前→13:00JR新八柱駅南口メガネスーパー

前→13:15新京成常盤平駅北口福太郎駐車場 

※送迎希望の方はお寺までお知らせ下さい 

[講師] 佐
さ

々
さ

木
き

  法
ほう

雨
う

 師 

     （本願寺派布教使・北海道照覚寺） 

[日時] ２月 ２０日 (土） 

11:00 写 経 会  参加自由、どなたでもどうぞ 

13:30 法 話 会  あったま～る甘酒の接待です  

ご法事は、お寺か自宅でご命日前後におつとめ下

さい。なお、納骨の場合は墓前でもおつとめ致しま

す。ご家族の都合によって命日後になっても構いま

せん。一人でも多くの方がお参りできる日を選びま

しょう。また日の善悪は一切問いませんので、ご心

配なく。 

 

お寺への日時の相談は、早めにお願い致します。分

からないこと不安なことは、お気軽にお寺にご相

談下さい。ご法事は亡き方を偲び、今を生きる私た

ちが仏法に親しむ尊いご縁です。大切におつとめし

ましょう。 

 
 1周忌  平成27(2015)年亡 

 3回忌  平成26(2014)年亡 

 7回忌  平成22(2010)年亡 

 13回忌  平成16(2004)年亡 

 17回忌  平成12(2000)年亡 

 23回忌  平成 6(1994)年亡 

 25回忌  平成 4(1992)年亡 

 27回忌  平成 2(1990)年亡 

 33回忌  昭和59(1984)年亡 

 50回忌  昭和42(1967)年亡 

 100回忌  大正 6(1917)年亡 

仏法はお聴聞から 毎月20日の法話会 

皆勤賞・精勤賞 おめでとうございます  

昨年12月20日最後の法話会がつとまりまし

た。皆勤精勤の皆様、素晴らしいです！終了後

は忘年会。今回からカラオケも用意され、ご門

徒さん同士の親睦を深め楽しみました♪ 

           ｢老い｣（1/15掲載）老いと共

に失うもの。社会的地位・収入・健康・気力・友

人、・家族･･･。そして病院通いだけが忙しい。この上

は、お寺でご聴聞を重ね、信心を獲得せられて、人

間に生まれた目的を成就されたし！ 

   月刊 天 真 

 

     

年 頭 の 辞   ご門主 大谷光淳 
今年の目標は？ 
    お聴聞の一年を… 

今年も皆さんと顔を合わせ

清々しく「元旦会」をつとめ

ることができました。快晴に

も恵まれ、「晴れてよし 

降ってよし」の心境でいよ

うとは思うものの、やはり凡

夫の心。元日の朝に広がる青

空を見ると、気持ちがいいも

のです。 

夜は家族で乾杯をし、それぞ

れ今年の目標を宣言しまし

た。新年になったからといっ

て生まれ変わるわけではあり

ませんが、心がけだけでもと

思うわけです。 

 

お経典に「染
ぜん

香
こう

人
にん

」という言

葉があります。香りが自然に

染みこむように、阿弥陀さま

のはたらきは私を念仏者へと

お育て下さいます。そして、

香りに染められたものが香気

を放つように、念仏者は阿弥

陀さまのはたらきによって知

らず知らずのうちに美しく飾

られるということです。 

愚痴や不満ばかり、怒りに狂

う人の姿より、「和
わ

顔
げん

愛
あい

語
ご

」、和やかな顔に優しい言

葉、穏やかな人の姿に美しさ

を感じますものね。 

 

ちなみに今年の私の目標は

「短気に怒らないこと」

(笑)。阿弥陀さまのお心が染

みこむようお聴聞を重ね、目

標達成を目指したいと思いま

す～。(静香) 

 
 新しい年のはじめにあたり、ご挨拶申し上げます。 

 

 すでにご案内の通り、本年10月1日より来年5月までの10期80

日間にわたり伝
でん

灯
と う

奉
ほう

告
こ く

法
ほう

要
よ う

をおつとめいたします。本願寺の御

影堂において、宗祖親鸞聖人の御前に、第25代門主として法統

を継承したことを奉告いたします。親鸞聖人が説かれて以来、お

よそ800年の間、浄土真宗のみ教えは、日本をはじめとして世界

各地で説かれ、受け継がれてきました。このたびの法要では、ご

参拝の皆さまと共にそのことをよろこび、次の世代の方へと伝え

ている決意を新たにいたしたいと思います。 

 

 浄土真宗のみ教えを聞かせていただく私たちは、阿弥陀さま

のはたらきの中で、自分自身の真実の姿に気付かされます。そ

れは、物事を自分にとって都合がいいように考えたり、自分自身

のことを正当化する、自己中心的な姿であります。しかし、社会

において、皆が自分の正当性を主張したのでは、対立しか生み

ません。浄土真宗のみ教えを聞き、阿弥陀さまのはたらきの中で

生かされている私たちは、困難なことではありますが、少しでも自

己中心的なあり方から離れ、他の人々と共に幸せに生きていけ

るような社会を築くことが大切です。 

 

 浄土真宗のみ教えを依りどころとして、日々の暮らしを送るとと

もに、ご縁ある方へもみ教えを依りどころとした生き方を伝えてま

いりましょう。伝灯奉告法要には、ご縁のある方と共にご

参拝くださいますことを願っております。 

ようこそお参り下さいました！！元旦会 

1月1日、お正信偈のお参り、流盃の儀、別室に移動しての祝膳

と、ご門徒の皆さんと新年をお祝いしました。本年もよろしく

お願い申し上げます。どうぞ折々お寺に足をお運び下さい。 


